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■１ 概要 

 ◇本装置は、シリアル（ＲＳ－２３２Ｃ）通信を、イーサーネット（１００ＢＡＳＥ－Ｔ）に変換し、データのやりとりを行います。 

 ◇シリアル通信ケーブルをイーサーネットに変換し、延長するだけでなく、モデムやＴＡを使用して、 

アナログ電話回線やＩＳＤＮ回線を経由して通信する機器を、イーサーネットに変更し易い設定を用意しています。 

 

■２ 特長 

 ◇設定により、モデム／ＴＡエミュレーション機能を使用可能です。 

  モデムやＴＡの代わりに本装置を使用し、イーサーネットを利用したデータ通信に置き換えることが可能です。 

  ※一部のコマンドは変更いただくか、本装置のファームウエアのカスタマイズ（有償）が必要になる場合があります。 

 ◇ＰＰＰｏＥ認証（ＣＨＡＰ）に対応しています。 

  ※別途、インターネット契約やプロバイダー契約が必要です。 

 ◇１回路のリレー接点出力を内蔵し、制御コマンドや、通信状態に応じてＯＮ／ＯＦＦが可能で、外部機器の制御に使用できます。 

 ◇定格電源電圧５Ｖや２４Ｖ仕様、または、基板のみをご用意できます。 

 ◇Ｗｉｎｄｏｗｓ７とＷｉｎｄｏｗｓ１０で動作する設定アプリケーション（ＣＯＭポートドライバー付）を、無償ダウンロードいただけます。 

  ※Ｗｉｎｄｏｗｓ７でＣＯＭポートドライバーを使用する場合は、自動更新または「Ｗｉｎｄｏｗｓ Ｕｐｄａｔｅ」で最新の状態にされるか、 

更新プログラム（ＫＢ３０３３９２９）のインストールが必要です。 

 

■３ 添付品 

 使用説明書  ×１ 

 

■４ 仕様 

◇使用環境 

 動作温度範囲・・・・・・・・・・・・・ －１０℃～６０℃（氷結および結露のないこと） 

 動作湿度範囲・・・・・・・・・・・・・ ５％ＲＨ～８５％ＲＨ 

◇電源部 

 電源電圧範囲・・・・・・・・・・・・・ ＤＣ９Ｖ～１５Ｖ（定格：ＤＣ１２Ｖ） 

 サージ電流耐量・・・・・・・・・・・・ ３Ａ（８／２０μｓ） 

 エネルギー耐量・・・・・・・・・・・・ ２００ｍＪ（２ｍｓ） 

 消費電流・・・・・・・・・・・・・・・ １００ｍＡ以下（ＤＣ１２Ｖ、リレー接点出力ＯＮ） 

◇シリアルインターフェース部 

 コネクタ・・・・・・・・・・・・・・・ Ｄ－ＳＵＢ９Ｐ（メス） 

 通信速度・・・・・・・・・・・・・・・ 75/ 110/ 150/ 300/ 600/ 1200/ 2400/ 4800/ 9600/ 19200/ 38400/ 57600/ 115200/ 230400 bps 

 フロー制御・・・・・・・・・・・・・・ ハードウェア（RTS/ CTS）／ なし 

 データ長・・・・・・・・・・・・・・・ ８ビット 

 パリティビット・・・・・・・・・・・・ 偶数／ 奇数／ なし 

 ストップビット・・・・・・・・・・・・ １ビット、２ビット 

◇イーサーネットインターフェース部 

 コネクタ・・・・・・・・・・・・・・・ ＲＪ－４５（８Ｐモジュラージャック） 

 通信速度・・・・・・・・・・・・・・・ １０Ｍｂｐｓ／１００Ｍｂｐｓ（自動認識） 

 通信手段・・・・・・・・・・・・・・・ ＴＣＰ／ＵＤＰクライアント、ＴＣＰ／ＵＤＰサーバー 

 その他・・・・・・・・・・・・・・・・ ＤＨＣＰクライアント、ＤＮＳクライアント、ＰＰＰｏＥクライアント 

◇リレー接点出力部 

 定格電圧・・・・・・・・・・・・・・・ ＡＣ２５０Ｖ、ＤＣ３０Ｖ 

 定格電流・・・・・・・・・・・・・・・ Ｎ.Ｏ. 接点：５Ａ、Ｎ.Ｃ. 接点：３Ａ 

◇その他 

 外形寸法・・・・・・・・・・・・・・・ Ｗ１００ｍｍ×Ｄ６７．３ｍｍ×Ｈ３５ｍｍ（突起物は含んでいません） 

重量・・・・・・・・・・・・・・・・・ １２０ｇ 

 基板寸法・・・・・・・・・・・・・・・ Ｗ６８ｍｍ×Ｄ５７ｍｍ×Ｈ１８ｍｍ（突起物は含んでいません） 
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図４－１ 外形寸法図 
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図４－２ 基板寸法図 
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■５ コネクタの用途 

 本装置には、ＬＡＮケーブル接続用モジュラージャック（ＣＮ１）、ＲＳ－２３２Ｃケーブル接続用Ｄ－ＳＵＢ９ピン（メス）コネクタ（ＣＮ３）、 

電源用のφ２．１（センタープラス）ＡＣアダプタージャック（ＣＮ５）や、リレー接点出力用コネクタ（ＣＮ６）があります。 

※ファームウエア書き込み用コネクタ（ＣＮ４）は、使用しないで下さい。 

 

ＣＮ１ ＩＥＥＥ８０２．３ｕインターフェース ＲＪ－４５モジュラージャック 

№ 信 号 名 備    考 

１ ＴＸ＋  

２ ＴＸ－  

３ ＲＸ＋  

４  №５と接続し、７５Ω＋１ｎＦを経由してシールドに接続してあります。 

５  №４と接続し、           〃 

６ ＲＸ－  

７  №８と接続し、７５Ω＋１ｎＦを経由してシールドに接続してあります。 

８  №７と接続し、           〃 

 

ＣＮ３ ＲＳ－２３２Ｃインターフェース Ｄ－ＳＵＢ９ピン（メス）コネクタ 

№ 信 号 名 備    考 

１ ＤＣＤ（キャリア検出入力）  

２ ＲｘＤ（受信データ入力）  

３ ＴｘＤ（送信データ出力）  

４ ＤＴＲ（データ端末準備完了出力）  

５ ＳＧ（信号グランド）  

６ ＤＳＲ（送信データあり入力）  

７ ＲＴＳ（送信要求出力）  

８ ＣＴＳ（送信許可入力）  

９ ＲＩ（被呼検出入力）  

 

ＣＮ５ 電源入力 φ２．１（センタープラス）ＤＣジャック 

№ 信 号 名 備    考 

１ ＋  

２ －  

 

ＣＮ６ リレー接点出力 ネジ式端子台（７．６２ｍｍピッチ） 

№ 信 号 名 備    考 

１ ａ接点 リレー接点出力がＯＮで、№１と№３が短絡します。 

２ ｂ接点 リレー接点出力がＯＦＦで、№２と№３が短絡します。 

３ コモン  
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■６ ＬＥＤ表示 

 本装置には、赤色の電源モニター（ＬＥＤ１）、橙色のＰＰＰｏＥ認証モニター（ＬＥＤ２）、緑色の接続モニター（ＬＥＤ３）と、 

黄色のシリアル送信モニター（ＬＥＤ４）があります。 

また、ＬＡＮケーブル接続用モジュラージャック（ＣＮ１）にも、イーサーネットリンク（緑色）やアクティビティ（橙色）モニターがあります。 

 

 ○赤色の電源モニター（ＬＥＤ１） 

  リレー接点出力のＯＮ／ＯＦＦと、エラー状態によって変化します。 

  リレー接点出力がＯＮのときは点灯、リレー接点出力がＯＦＦのときは１秒周期で点滅し、 

エラー発生中は、リレー接点出力のＯＮ／ＯＦＦ状態に関係なく、０．２秒周期で点滅します。 

エラーの要因は、ＤＨＣＰサーバー、ＤＮＳサーバーやＴＣＰクライアント接続先が見つからない場合になります。 

 ○橙色のＰＰＰｏＥ認証モニター（ＬＥＤ２） 

  ＰＰＰｏＥ認証状態によって変化します。 

  ＰＰＰｏＥ認証が開始されていないときは消灯、ＰＰＰｏＥ認証手順を実行しているときは１秒周期で点滅、 

  ＰＰＰｏＥ認証が成功すると点灯し、ＰＰＰｏＥ認証が失敗すると０．２秒周期で点滅します。 

 ○緑色の接続モニター（ＬＥＤ３） 

  ＴＣＰ／ＵＤＰ接続とシリアル受信バッファ状態によって変化します。 

  ・ＴＣＰ／ＵＤＰ接続していない間 

シリアル受信バッファが空のときは消灯、シリアル受信バッファにデータがあるときは点灯し、 

ＴＣＰクライアント接続を実行しているときは、シリアル受信バッファ状態に関係なく、１秒周期で点滅します。 

  ・ＴＣＰ／ＵＤＰ接続中の間 

シリアル受信バッファが空のときは点灯し、シリアル受信バッファにデータがあるときは消灯します。 

 ○黄色のシリアル送信モニター（ＬＥＤ４） 

  シリアル送信バッファ状態によって変化します。 

シリアル送信バッファが空のときは消灯し、シリアル送信バッファにデータがあるときは点灯します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■７ 設定について 

本ユニットには、ディップスイッチ設定とフラッシュメモリー設定があります。 

※ディップスイッチ設定は、ケースの蓋を外す必要があります。 

 

表７－１ ディップスイッチ（Ｓ１）設定 

№ 機   能 Ｏ   Ｎ Ｏ Ｆ Ｆ 備   考 

１ 起動設定番号 設定１ 設定０ 起動時に、２通りの設定を選択できます。 

２ イーサーネット設定 許可 禁止 イーサーネットから、設定用ポート番号での接続を許可します。 

３ エスケープ制御 許可 禁止 
シリアルポートにエスケープキャラクタ（＋、＋、＋）を送ると、 

コマンドモードに移行します。 

４ モード選択 
モデム／ＴＡ 

エミュレーション 
無手順 

モデム／ＴＡのようなコマンドのやりとりで、ＴＣＰ／ＵＤＰクライアント接

続や、ＴＣＰ／ＵＤＰサーバー接続を行います。 

※出荷時は、№２のみＯＮにしています。 

 ＰＰＰｏＥ認証を使用される場合は、パスワードを設定（「ＡＴ％Ｐ」コマンド）いただくことを推奨します。 

 未登録ＩＰアドレス切断設定（「ＡＴ＃Ｂ」コマンド）が可能であれば、合わせての使用をご検討下さい。 

※起動時に、№３と№４を両方ＯＮにしていると、工場出荷時の設定になり、全ＬＥＤが点灯したままになります。 

 №３か№４の何れかをＯＦＦにすると起動します。 
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表７－２ フラッシュメモリー設定 

用途 ＡＴコマンド デフォルト 

コマンドのエコーを制御 ＡＴＥｓ １ 

「ＲＩＮＧ」（リザルトコード）の送信回数を指定 ＡＴＳ０＝ｂｂｂ ０ 

エスケープキヤラクタを指定 ＡＴＳ２＝ｂｂｂ ４３ 

キヤリッジリターンキャラクタを指定 ＡＴＳ３＝ｂｂｂ １３ 

ラインフィードキャラクタを指定 ＡＴＳ４＝ｂｂｂ １０ 

バックスペースキャラクタを指定 ＡＴＳ５＝ｂｂｂ ８ 

エスケープコードガード時間を指定 ＡＴＳ１２＝ｂｂｂ １０（０．２秒） 

ＤＳＲ（送信データあり入力）に対する遅延時間を指定 ＡＴＳ２５＝ｂｂｂ ５（０．０５秒） 

応答コード「ＲＩＮＧ」の書式を選択 ＡＴＷｓ １ 

自動接続モードを選択 ＡＴ＃Ａｑ ３ 

未登録ＩＰアドレス切断を選択 ＡＴ＃Ｂｑ ０ 

ＤＨＣＰクライアントの使用を選択 ＡＴ＃Ｄｓ １ 

コマンドエラーキャンセルモードを選択 ＡＴ＃Ｅｓ １ 

本製品のＩＰアドレスを指定 ＡＴ＃ＦＡ＝ｂｂｂ．ｂｂｂ．ｂｂｂ．ｂｂｂ １９２．１６８．０．２４４ 

ＴＣＰクライアント接続先ＩＰアドレスを指定 ＡＴ＃ＦＣｔ＝ｂｂｂ．ｂｂｂ．ｂｂｂ．ｂｂｂ （全て）０．０．０．０ 

ＤＮＳサーバーＩＰアドレスを指定 ＡＴ＃ＦＤｓ＝ｂｂｂ．ｂｂｂ．ｂｂｂ．ｂｂｂ （全て）０．０．０．０ 

ゲートウェイＩＰアドレスを指定 ＡＴ＃ＦＧ＝ｂｂｂ．ｂｂｂ．ｂｂｂ．ｂｂｂ ０．０．０．０ 

サブネットマスクを指定 ＡＴ＃ＦＭ＝ｂｂｂ．ｂｂｂ．ｂｂｂ．ｂｂｂ ２５５．２５５．２５５．０ 

ＴＣＰ／ＵＤＰクライアント接続先ＩＰアドレスメモリーを指

定 

ＡＴ＃ＦＺｍ＝ｂｂｂ．ｂｂｂ．ｂｂｂ．ｂｂｂ （全て）０．０．０．０ 

ＴＣＰ／ＵＤＰポート番号を指定 ＡＴ＃ＦＰｔ＝ｕｕｕｕｕ （注１） 

本製品のＭＡＣアドレスを指定 ＡＴ＃ＭＡ＝ｈｈｈｈｈｈｈｈｈｈｈｈ （工場設定） 

ＰＩＮＧ応答を選択 ＡＴ＃Ｐｓ １ 

各種再試行回数を指定 ＡＴ＃ＲＣｐｐ＝ｂｂｂ （注２） 

各種制御時間を指定 ＡＴ＃ＲＴｐｐ＝ｕｕｕｕｕ （注３） 

リレー出力の制御方法を選択 ＡＴ＃ＲＹｑ ０ 

ＴＣＰ／ＵＤＰサーバーモードを選択 ＡＴ＃Ｓｓ ０ 

ＵＤＰモードを選択（バージョン１．４０以降対応） ＡＴ＃Ｕｓ ０ 

データパッキングキャラクタに 

ラインフィードキャラクタの追加を選択 

ＡＴ＃ＸＡｓ １ 

データパッキングキャラクタを指定 ＡＴ＃ＸＣ＝ｈｈ ０Ｄ 

データパッキングサイズを指定 ＡＴ＃ＸＳ＝ｕｕｕｕ ５１２ 

データパッキングタイムアウトを指定 ＡＴ＃ＸＴ＝ｕｕｕｕｕ ０ 

ＰＰＰｏＥ認証ＩＤを指定 ＡＴ％Ａ＝ｃｃ・・・ｃ  

ＰＰＰｏＥ認証パスワードを指定 ＡＴ％Ｂ＝ｃｃ・・・ｃ  

ＴＣＰクライアント接続先名を指定 ＡＴ％Ｄ＝ｃｃ・・・ｃ  

ホスト名を指定 ＡＴ％Ｈ＝ｃｃ・・・ｃ （工場設定） 

パスワードを指定 ＡＴ％Ｐ＝ｃｃ・・・ｃ  

電話番号メモリーを指定 ＡＴ％Ｑｍ＝ｃｃ・・・ｃ  

リレー接点制御文字列を指定 ＡＴ％Ｒｓ＝ｃｃ・・・ｃ  

ＴＣＰクライアント接続先名メモリーを指定 ＡＴ％Ｚｍ＝ｃｃ・・・ｃ  

リザルトコードにラインフィードキャラクタの追加を選択 ＡＴ＆Ａｓ １ 

ボーレートを選択 ＡＴ＆Ｂｂｂｂ ８（９６００ｂｐｓ） 

ＤＴＲ（データ端末準備完了出力）の制御方法を指定 ＡＴ＆Ｄｓ ０ 

エコーにラインフィードキャラクタの追加を選択 ＡＴ＆Ｅｓ １ 

フロー制御の方法を指定 ＡＴ＆Ｋｑ ３（ＲＴＳ／ＣＴＳ） 

ストップビットを選択 ＡＴ＆Ｏｓ ０（１ストップビット） 

パリティビットを指定 ＡＴ＆Ｐｔ ０（パリティなし） 

ＤＳＲ（送信データあり入力）の制御方法を選択 ＡＴ＆Ｓｓ ０ 

 注１）「ｔ」の値に対するデフォルトは、０：１１９９９、１：１１０００、２：１１０００ 

 注２）「ｐｐ」の値に対するデフォルトは、０～２：２、３：６、４：３０、５：１、７：１、８：２、１１：２、それ以外：０ 

 注３）「ｐｐ」の値に対するデフォルトは、 

０：３０００、１～５：１００００、６：１５０００、７：１００００、８：０、９：１５、１０：１０、１１：１５ 
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表７－３ 制御コマンド 

用途 ＡＴコマンド 

接続応答 ＡＴＡ 

コミュニケーション情報の選択 ＡＴＣＩｔ 

ＴＣＰ／ＵＤＰクライアント接続先ＩＰアドレス指定接続要求 ＡＴＤＡ＝ｂｂｂ．ｂｂｂ．ｂｂｂ．ｂｂｂ 

ＴＣＰ／ＵＤＰクライアント接続先名指定接続要求 ＡＴＤＮ＝ｃｃ・・・ｃ 

電話番号からＴＣＰ／ＵＤＰクライアント接続先参照接続要求 ＡＴＤｎｎ・・・ｎ 

接続要求／切断 ＡＴＨｓ 

情報確認 ＡＴＩｄｄ 

シリアル･イーサーネット変換の開始 ＡＴＯ 

リセット ＡＴＲ 

リレー接点出力のＯＮ／ＯＦＦ ＡＴ！ＲＹｓ 

シリアル番号の参照 ＡＴ！ＳＮ？ 

設定のダウンロード ＡＴＳＲＸ 

設定のアップロード ＡＴＳＴＸ 

登録済みの設定に復元 ＡＴＺｓ 

出荷時の設定に復元 ＡＴ＆Ｆ 

現在の設定の登録 ＡＴ＆Ｗｓ 

 

 

コマンド解説で使用している英小文字は、変更可能な値を示しています。 

以下に、その種類と、値の範囲を示します。 

ｃｃ・・・ｃ 任意の文字列 （最大３１文字） 

ｎｎ・・・ｎ ０～９、＊、＃、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ （最大２３桁） 

ｓ  ０、１ 

ｔ  ０～２ 

ｑ  ０～３ 

ｈ  ０～９、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅ、Ｆ 

ｍ  ０～９ 

ｄｄ  ０～１０ 

ｐｐ  ０～１１ 

ｂｂｂ  ０～２５５ 

ｕｕｕｕｕ ０～６５５３５ 

 「ｎｎ・・・ｎ」は、‘，’、‘／’や‘：’を含んでも構いません。 

 これらは変更可能な値であり、コマンドによっては、正常に動作する値の範囲があります。 
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■８ ＡＴコマンド 

 ディップスイッチ設定により、一般的なパソコンから、設定の参照変更が可能です。 

 ・イーサーネットインターフェースから本機能を使用するときは、ＨＵＢを経由して、ＬＡＮケーブルでパソコンに接続して下さい。 

  さらに、パソコンでターミナルソフトを使用できるようにし、 

  ＴＣＰ／ＩＰ、ホスト：１９２．１６８．０．２４４、ＴＣＰポート：１１９９９、サービス：その他にして下さい。 

 ※ホストＩＰアドレスは、ＤＨＣＰサーバーがある環境ですと、ＤＨＣＰサーバーから受け取ったＩＰアドレスになります。 

 ・シリアルインターフェースから本機能を使用するときは、クロスケーブルでパソコンに接続して下さい。 

  さらに、パソコンでターミナルソフトを使用できるようにし、 

９６００ｂｐｓ、８ビット、パリティなし、１ストップビット、ＲＴＳ／ＣＴＳによるハードウェアフロー制御にして下さい。 

 ※ディップスイッチ№４をＯＮにして下さい。 

 ※全てのコマンド操作は、「ＡＴ＆Ｗ」を行なわない限り、電源を切ると失われます。 

 ※上記の値は出荷時設定の場合になります。 

 

 ◆Ａ 

  ＴＣＰサーバーモードで接続中に、データモードに移行します。 

  ※モデム／ＴＡエミュレーションモード（ディップスイッチ№４：ＯＮ）でのみ使用できます。 

 

 ◆ＣＩ 

  コミュニケーション情報の参照変更を行います。 

  ＰＰＰｏＥ認証やＴＣＰ接続ができないときに、原因を究明するために使用できます。 

  ・ＣＩｔ 

  コミュニケーション情報の変更を行ないます。 

   ０：情報無送信（デフォルト）、１：一連の手順を送信、２：一連の手順を繰り返しも含めて送信し、手順で受け取ったデータをダンプ、 

   ３：２に加え、シリアルやイーサーネットから受信したデータをダンプ 

 ・ＣＩ？ 

  コミュニケーション情報の参照を行ないます。 

 ※０以外にすると、シリアルインターフェースの通信速度が低い場合、ウォッチドッグタイマーによるリセットがかかる恐れがあります。 

 

 ◆Ｄ 

  ＴＣＰ／ＵＤＰクライアントモードで、接続を試みます。 

  接続する前に、何かの文字を受信すると、中止します。 

接続すると、「ＣＯＮＮＥＣＴ」が返り、データモードに移行します。 

 ・ＤＡ＝ｂｂｂ．ｂｂｂ．ｂｂｂ．ｂｂｂ 

  指定したＴＣＰ／ＵＤＰクライアント接続先ＩＰアドレスで接続を試みます。 

 ・ＤＮ＝ｃｃ・・・ｃ 

  指定したＴＣＰ／ＵＤＰクライアント接続先名で接続を試みます。 

 ・Ｄｎｎ・・・ｎ 

  電話番号メモリーと一致したＴＣＰ／ＵＤＰクライアント接続先メモリーで接続を試みます。 

  一致するものが見つからない場合、ＴＣＰ／ＵＤＰクライアント接続先名／ＩＰアドレスで接続を試みます。 

※モデム／ＴＡエミュレーションモード（ディップスイッチ№４：ＯＮ）でのみ使用できます。 

※ＵＤＰクライアントモードでは、即座に「ＣＯＮＮＥＣＴ」が返ります。 

 

 ◆Ｅ 

  コマンドのエコー制御の参照変更を行います。 

  ・Ｅｓ 

  コマンドのエコー制御の変更を行ないます。 

   「ＡＴＥ１」でエコーを行い、「ＡＴＥ０」でエコーを行ないません。 

 ・Ｅ？ 

  コマンドのエコー制御の参照を行ないます。 
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 ◆Ｈｓ 

  「ＡＴＨ１」で接続を試み、「ＡＴＨ０」で切断します。 

  「ＡＴＨ１」は、「ＡＴＤ」とは異なり、コマンドモードで使用できます。 

 

 ◆Ｉ 

  様々な情報を返します。 

 ・Ｉ３ 

  ファームウエアのバージョン情報を返します。 

 ・Ｉ４ 

  型式を返します。 

 ・Ｉ８ 

  ディップスイッチのＯＮ／ＯＦＦ状態を返します。 

  №１から順に返します。 

 ・Ｉ９ 

  シリアルインターフェース制御信号のアクティブ／インアクティブ状態を返します。 

  ＤＣＤ、ＤＴＲ、ＤＳＲ、ＲＴＳ、ＣＴＳ、ＲＩの順に返します。 

 ・Ｉ１０ 

  ＩＰアドレス情報を返します。 

 ・Ｉ１１ 

  接続情報を返します。 

 

 ◆Ｏ 

  接続中に、データモードに移行します。 

  データモード中は、コマンドは受け付けません。 

  コマンドモードにするには、「＋、＋、＋」（エスケープキャラクタ）を入力します。 

  データモードになると、「ＣＯＮＮＥＣＴ」を返します。 

  ※コマンドモードにするには、ディップスイッチ№３または№４の何れかをＯＮにする必要があります。 

 

 ◆Ｓ０ 

  「ＲＩＮＧ」（リザルトコード）の送信回数の参照変更を行ないます。 

 ・Ｓ０＝ｂｂｂ 

  「ＲＩＮＧ」（リザルトコード）の送信回数の変更を行ないます。 

  範囲は０～２５５で、０がデフォルトです。 

  ０にすると、切断するか、「ＡＴＡ」コマンドを受け取るまで、送信し続けます。 

 ・Ｓ０？ 

  「ＲＩＮＧ」（リザルトコード）の送信回数の参照を行ないます。 

 ※モデム／ＴＡエミュレーションモード（ディップスイッチ№４：ＯＮ）でのみ有効になります。 

 

 ◆Ｓ２ 

  エスケープキヤラクタの参照変更を行ないます。 

 ・Ｓ２＝ｂｂｂ 

  エスケープキヤラクタの変更を行ないます。 

  範囲は０～１２７で、４３（‘＋’）がデフォルトです。 

  １２７にすると、エスケープ判定を行ないません。 

 ・Ｓ２？ 

  エスケープキヤラクタの参照を行ないます。 
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 ◆Ｓ３ 

  キヤリッジリターンキャラクタの参照変更を行ないます。 

 ・Ｓ３＝ｂｂｂ 

  キヤリッジリターンキャラクタの変更を行ないます。 

   範囲は０～１２７で、１３（＜ＣＲ＞）がデフォルトです。 

 ・Ｓ３？ 

  キヤリッジリターンキャラクタの参照を行ないます。 

 

 ◆Ｓ４ 

  ラインフィードキャラクタの参照変更を行ないます。 

 ・Ｓ４＝ｂｂｂ 

  ラインフィードキャラクタの変更を行ないます。 

   範囲は０～１２７で、１０（＜ＬＦ＞）がデフォルトです。 

 ・Ｓ４？ 

  ラインフィードキャラクタの参照を行ないます。 

 

 ◆Ｓ５ 

  バックスペースキャラクタの参照変更を行ないます。 

 ・Ｓ５＝ｂｂｂ 

  バックスペースキャラクタの変更を行ないます。 

   範囲は０～１２７で、８（＜ＢＳ＞）がデフォルトです。 

 ・Ｓ５？ 

  バックスペースキャラクタの参照を行ないます。 

 

 ◆Ｓ１２ 

  エスケープキャラクタガード時間の参照変更を行ないます。 

 ・Ｓ１２＝ｂｂｂ 

  エスケープキャラクタガード時間の変更を行ないます。 

  範囲は０～２５５（０．０２秒単位）で、１０（０．２秒）がデフォルトです。 

 ・Ｓ１２？ 

  エスケープキャラクタガード時間の参照を行ないます。 

 

 ◆Ｓ２５ 

  ＤＳＲ（送信データあり入力）に対する遅延時間の参照変更を行ないます。 

 ・Ｓ２５＝ｂｂｂ 

  ＤＳＲ（送信データあり入力）に対する遅延時間の変更を行ないます。 

  範囲は０～２５５（０．０１秒単位）で、５（０．０５秒）がデフォルトです。 

 ・Ｓ２５？ 

  ＤＳＲ（送信データあり入力）に対する遅延時間の参照を行ないます。 

 

 ◆ＳＲＸ 

  インテルヘキサフォーマットで、全設定のダウンロードを行ないます。 

  設定のバックアップに使用します。 

  ※「ＡＴ＆Ｗ」コマンドでフラッシュメモリーに保存した内容ではありません。 

 

 ◆ＳＴＸ 

  インテルヘキサフォーマットで、全設定のアップロードを行ないます。 

  設定の復元や複製に使用します。 

  転送中にエラーが発生すると、自動的に「ＡＴＺ０」（ディップスイッチ№１がＯＮのときは「ＡＴＺ１」）コマンドを実行し、終了します。 

  ※「ＡＴ＆Ｗ」コマンドでフラッシュメモリーに保存する必要があります。 
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 ◆Ｗ 

  リザルトコード「ＲＩＮＧ」の書式の参照変更を行います。 

  ・Ｗｓ 

  リザルトコード「ＲＩＮＧ」の書式の変更を行います。 

  ０：「ＲＩＮＧ」のみ、１：「ＲＩＮＧ 接続先ＩＰアドレス」（デフォルト） 

  ・Ｗ？ 

  リザルトコード「ＲＩＮＧ」の書式の参照を行います。 

 ※接続先ＩＰアドレスは、ＴＣＰ／ＵＤＰクライアント接続先ＩＰアドレスメモリーと一致した場合、電話番号メモリーを返します。 

 ※モデム／ＴＡエミュレーションモード（ディップスイッチ№４：ＯＮ）でのみ有効になります。 

 

 ◆Ｚ 

  登録済みの設定で復元を行ないます。 

  ・Ｚｓ 

   ０：設定番号０の設定で復元を行ないます、１：設定番号１の設定で復元を行ないます。 

※電源の入り切りまたは、接続状態が初期化されないと反映されません。 

 

 ◆！ＳＮ 

  シリアル番号の参照を行ないます。 

 ・！ＳＮ？ 

  シリアル番号の参照を行ないます。 

 

 ◆！ＲＹ 

  リレー接点出力の参照変更を行ないます。 

  ・！ＲＹｓ 

  リレー接点出力の変更を行ないます。 

 ０：リレー接点出力をＯＦＦ、１：リレー接点出力をＯＮ 

 ・！ＲＹ？ 

  リレー接点出力の参照を行ないます。 

 

 ◆＃Ａ 

  自動接続モードの参照変更を行ないます。 

  ・＃Ａｑ 

  自動接続モードの変更を行ないます。 

   ０：要求時のみ接続、１：ＰＰＰｏＥ自動接続、２：起動時のみＴＣＰクライアント自動接続、３：ＴＣＰクライアント自動接続 

 ※要求時接続には、コマンド（ＡＴＤとＡＴＨ１）、シリアルインターフェースからの受信と、ＤＳＲ（送信データあり入力）があり、 

  １（ＰＰＰｏＥ自動接続）と２（起動時のみＴＣＰクライアント自動接続）も要求時接続になります。 

 ※ＰＰＰｏＥが有効な場合、２（起動時のみＴＣＰクライアント自動接続）と３（ＴＣＰクライアント自動接続）もＰＰＰｏＥ自動接続になります。 

 ・＃Ａ？ 

  自動接続モードの参照を行ないます。 

※モデム／ＴＡエミュレーションモード（ディップスイッチ№４：ＯＮ）では、ＴＣＰクライアント自動接続は行いません。 
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 ◆＃Ｂ 

  未登録ＩＰアドレス切断の参照変更を行ないます。 

ＴＣＰ／ＵＤＰサーバーモードで、ＴＣＰ／ＵＤＰクライアント接続先ＩＰアドレスメモリーに登録されていないＩＰアドレスによる接続は、直ちに切

断を行います。 

ＴＣＰ／ＵＤＰクライアント接続先ＩＰアドレスメモリーは、「ＡＴ＃ＦＺ」コマンドで行います。 

  ・＃Ｂｑ 

  未登録ＩＰアドレス切断の変更を行ないます。 

   ０：未登録のＩＰアドレスでも切断を行いません、１：イーサーネット設定接続で未登録のＩＰアドレスで切断を行います、 

   ２：ＴＣＰ／ＵＤＰサーバーモード接続で未登録のＩＰアドレスで切断を行います、３：両方の接続で未登録のＩＰアドレスで切断を行います。 

   ※ＴＣＰ／ＵＤＰクライアント接続には適用されません。 

 ・＃Ｂ？ 

  未登録ＩＰアドレス切断の参照を行ないます。 

 

 ◆＃Ｄ 

  ＤＨＣＰクライアント使用の参照変更を行ないます。 

  ＤＨＣＰサーバーからＩＰアドレスの自動取得を試みます。 

  ・＃Ｄｓ 

  ＤＨＣＰクライアント使用の変更を行ないます。 

 ０：ＤＨＣＰクライアント無効、１：ＤＨＣＰクライアント有効（デフォルト） 

 ・＃Ｄ？ 

  ＤＨＣＰクライアント使用の参照を行ないます。 

 ※電源の入り切りまたは、接続状態が初期化されないと反映されません。 

※ＰＰＰｏＥ認証では、設定に関係なく、ＤＨＣＰクライアントは無効になります。 

 

 ◆＃Ｅ 

  コマンドエラーキャンセルモードの参照変更を行ないます。 

  モデム／ＴＡエミュレーション時、未対応のコマンドで、「ＥＲＲＯＲ」を返さず、「ＯＫ」を返すようにします。 

  ・＃Ｅｓ 

  コマンドエラーキャンセルモードの変更を行ないます。 

 ０：未対応のコマンドは「ＥＲＲＯＲ」を返します、１：未対応のコマンドは「ＯＫ」を返します（デフォルト） 

 ・＃Ｅ？ 

  コマンドエラーキャンセルモードの参照を行ないます。 

 ※モデム／ＴＡエミュレーションモード（ディップスイッチ№４：ＯＮ）でのみ有効になります。 

 

 ◆＃ＦＡ 

  本製品のＩＰアドレスの参照変更を行ないます。 

  ＤＨＣＰクライアントやＰＰＰｏＥクライアントを使用しない場合に、他の機器と重複しないＩＰアドレスを指定します。 

ＤＨＣＰクライアントやＰＰＰｏＥクライアントを使用する場合は、自動取得したＩＰアドレスを優先します。 

  ・＃ＦＡ＝ｂｂｂ．ｂｂｂ．ｂｂｂ．ｂｂｂ 

  本製品のＩＰアドレスの変更を行ないます。 

  「１９２．１６８．０．２４４」がデフォルトです。 

  ・＃ＦＡ＝ 

  本製品のＩＰアドレスを無効（０．０．０．０）にします。 

 ・＃ＦＡ？ 

  本製品のＩＰアドレスの参照を行ないます。 

※電源の入り切りまたは、接続状態が初期化されないと反映されません。 
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 ◆＃ＦＣ 

  ＴＣＰクライアント接続先ＩＰアドレスの参照変更を行ないます。 

  ３箇所（ｔ：０～２）のＴＣＰクライアント接続先ＩＰアドレスを指定できます。 

  １箇所の場合は「ｔ」を０に、２箇所の場合は「ｔ」を０と１に指定して下さい。 

  「ｔ」を０から順に接続要求を行い、接続できた時点で、接続手順は終了します。 

  ＴＣＰクライアント接続先名を指定した場合は、ＴＣＰクライアント接続先名を優先します。 

  ・＃ＦＣｔ＝ｂｂｂ．ｂｂｂ．ｂｂｂ．ｂｂｂ 

  ＴＣＰクライアント接続先ＩＰアドレスの変更を行ないます。 

  ・＃ＦＣｔ＝ 

  ＴＣＰクライアント接続先ＩＰアドレスを無効（０．０．０．０）にします。（デフォルト） 

 ・＃ＦＣｔ？ 

  ＴＣＰクライアント接続先ＩＰアドレスの参照を行ないます。 

※電源の入り切りまたは、接続状態が初期化されないと反映されません。 

 

 ◆＃ＦＤ 

  ＤＮＳサーバーＩＰアドレスの参照変更を行ないます。 

  ２箇所（ｓ：０または１）のＤＮＳサーバーＩＰアドレスを指定できます。 

  １箇所の場合は「ｔ」を０にして指定して下さい。 

  「ｔ」を０から順に、ＴＣＰクライアント接続先名から、接続先ＩＰアドレスの照会要求を行います。 

  ＰＰＰｏＥ接続で、プロバイダーから指定された場合に設定します。 

  ・＃ＦＤｔ＝ｂｂｂ．ｂｂｂ．ｂｂｂ．ｂｂｂ 

  ＤＮＳサーバーＩＰアドレスの変更を行ないます。 

  ・＃ＦＤｔ＝ 

  ＤＮＳサーバーＩＰアドレスを無効（０．０．０．０）にします。（デフォルト） 

 ・＃ＦＤｔ？ 

  ＤＮＳサーバーＩＰアドレスの参照を行ないます。 

※電源の入り切りまたは、接続状態が初期化されないと反映されません。 

 

 ◆＃ＦＧ 

  ゲートウェイＩＰアドレスの参照変更を行ないます。 

  ＤＨＣＰクライアントやＰＰＰｏＥクライアントを使用しないで、 

インターネット経由のＴＣＰ／ＵＤＰクライアント接続を行う場合に、ルーターのＩＰアドレスを指定します。 

ＤＨＣＰクライアントを使用する場合は、自動取得したＩＰアドレスを優先します。 

  ・＃ＦＧ＝ｂｂｂ．ｂｂｂ．ｂｂｂ．ｂｂｂ 

  ゲートウェイＩＰアドレスの変更を行ないます。 

  ・＃ＦＧ＝ 

  ゲートウェイＩＰアドレスを無効（０．０．０．０）にします。（デフォルト） 

 ・＃ＦＧ？ 

  ゲートウェイＩＰアドレスの参照を行ないます。 

※電源の入り切りまたは、接続状態が初期化されないと反映されません。 
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 ◆＃ＦＭ 

  サブネットマスクの参照変更を行ないます。 

  ＤＨＣＰクライアントやＰＰＰｏＥクライアントを使用しない場合に、ローカルエリアのサブネットマスクを指定します。 

ＤＨＣＰクライアントやＰＰＰｏＥクライアントを使用する場合は、自動取得したサブネットマスクを優先します。 

  ・＃ＦＭ＝ｂｂｂ．ｂｂｂ．ｂｂｂ．ｂｂｂ 

  サブネットマスクの変更を行ないます。 

  「２５５．２５５．２５５．０」がデフォルトです。 

 ・＃ＦＭ？ 

  サブネットマスクの参照を行ないます。 

※電源の入り切りまたは、接続状態が初期化されないと反映されません。 

 

 ◆＃ＦＰ 

  ＴＣＰ／ＵＤＰポート番号の参照変更を行ないます。 

  「ｔ」を０でイーサーネット設定用のＴＣＰサーバーポート番号、「ｔ」を１でデータ通信用のＴＣＰ／ＵＤＰサーバーポート番号、 

  「ｔ」を２でデータ通信用のＴＣＰ／ＵＤＰクライアント接続先ポート番号の参照変更を行ないます。 

  ・＃ＦＰｔ＝ｕｕｕｕｕ 

  ＴＣＰポート番号の変更を行ないます。 

  デフォルトでは、０：１１９９９、１：１１０００、２：１１０００になっています。 

 ・＃ＦＰｔ？ 

  ＴＣＰ／ＵＤＰポート番号の参照を行ないます。 

※電源の入り切りまたは、接続状態が初期化されないと反映されません。 

 

 ◆＃ＦＺ 

  ＴＣＰ／ＵＤＰクライアント接続先ＩＰアドレスメモリーの参照変更を行ないます。 

  １０箇所（ｍ：０～９）のＴＣＰ／ＵＤＰクライアント接続先ＩＰアドレスを指定できます。 

  未登録ＩＰアドレス切断や、モデム／ＴＡエミュレーションモードで電話番号からＴＣＰ／ＵＤＰクライアント接続先ＩＰアドレスに変換する場合に設

定します。 

  ・＃ＦＺｍ＝ｂｂｂ．ｂｂｂ．ｂｂｂ．ｂｂｂ 

  指定メモリー番号のＴＣＰ／ＵＤＰクライアント接続先ＩＰアドレスの変更を行ないます。 

  ・＃ＦＺｍ＝ 

  指定メモリー番号のＴＣＰ／ＵＤＰクライアント接続先ＩＰアドレスを無効（０．０．０．０）にします。（デフォルト） 

 ・＃ＦＺｍ？ 

  指定メモリー番号のＴＣＰ／ＵＤＰクライアント接続先ＩＰアドレスの参照を行ないます。 

 ※電話番号からＩＰアドレスの変換は、モデム／ＴＡエミュレーションモード（ディップスイッチ№４：ＯＮ）でのみ使用できます。 

 

 ◆＃ＭＡ 

  本製品のＭＡＣアドレスの参照変更を行ないます。 

  ・＃ＭＡ＝ｈｈｈｈｈｈｈｈｈｈｈｈ 

  本製品のＭＡＣアドレスの変更を行ないます。 

 １６進数１２桁で指定します。 

 ※製造検査時、工場でシリアル番号を組み合わせたローカルアドレスの設定を行います。 

 ・＃ＭＡ？ 

  本製品のＭＡＣアドレスの参照を行ないます。 
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 ◆＃Ｐ 

  ＰＩＮＧ応答の参照変更を行ないます。 

  ・＃Ｐｓ 

  ＰＩＮＧ応答の変更を行ないます。 

 ０：ＰＩＮＧ応答無効、１：ＰＩＮＧ応答有効（デフォルト） 

 ・＃Ｐ？ 

  ＰＩＮＧ応答の参照を行ないます。 

※電源の入り切りまたは、接続状態が初期化されないと反映されません。 

 

 ◆＃ＲＣ 

  各種再試行回数の参照変更を行ないます。 

  １２種類（ｐｐ：０～１１）の再試行回数を指定できます。（「表８－１」参照） 

  ・＃ＲＣｐｐ＝ｂｂｂ 

  再試行回数の変更を行ないます。 

  ２５５を指定すると、再試行し続けます。 

  ・＃ＲＣｐｐ？ 

  再試行回数の参照を行ないます。 

※状態が変化しないと反映されません。 

 

表８－１ 各種再試行回数 

ｐｐ 用途 デフォルト 備考 

０ ＤＨＣＰディスカバー ２ ＤＨＣＰサーバーから応答が返ってこないとエラーになります。 

１ ＤＨＣＰリクエスト ２ 失敗すると、「ＤＨＣＰディスカバー」に戻ります。 

２ ＤＮＳリクエスト ２  

３ ＴＣＰクライアント接続リクエスト ６  

４ ＰＰＰｏＥディスカバリ ３０ ＰＰＰｏＥサーバーから応答が返ってこないとエラーになります。 

５ ＰＰＰｏＥネゴシエーション １ 失敗すると、「ＰＰＰｏＥディスカバリ」に戻ります。 

６ ＰＰＰｏＥ認証 ０           〃 

７ ＰＰＰｏＥアドレス取得 １           〃 

８ 一連の手順 ２ ＤＨＣＰまたはＰＰＰｏＥの手順で、失敗するとエラーになります。 

９ 未使用 ０  

１０ イーサーネット無受信切断 ２ イーサーネットからデータを受信しないと、本製品の再起動を行います。 

１１ イーサーネット設定のパスワード入力 ２ パスワードが一致しないと切断します。 
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 ◆＃ＲＴ 

  各種制御時間の参照変更を行ないます。 

  １２種類（ｐｐ：０～１１）の再試行間隔等を指定できます。（「表８－２」参照） 

  ・＃ＲＴｐｐ＝ｕｕｕｕｕ 

  制御時間の変更を行ないます。 

  ・＃ＲＴｐｐ？ 

  制御時間の参照を行ないます。 

※状態が変化しないと反映されません。 

 

表８－２ 各種制御時間 

ｐｐ 用途 デフォルト 単位 備考 

０ ＤＨＣＰディスカバー ３０００ ミリ秒 再試行間隔です。 

１ ＤＨＣＰリクエスト １００００ 〃   〃 

２ ＤＮＳリクエスト １００００ 〃   〃 

３ ＴＣＰクライアント接続リクエスト １００００ 〃   〃 

４ ＰＰＰｏＥディスカバリ １００００ 〃   〃 

５ ＰＰＰｏＥネゴシエーション １００００ 〃   〃 

６ ＰＰＰｏＥ認証 １５０００ 〃   〃 

７ ＰＰＰｏＥアドレス取得 １００００ 〃   〃 

８ 無通信切断 ０ 秒 指定時間、データ通信が行われないと切断します。（０：無効） 

９ リレー接点出力ＯＦＦ １５ 〃 指定時間後、リレー接点出力をＯＦＦにします。（０：無効） 

１０ イーサーネット無受信切断 １０ 分 指定時間、イーサーネットからデータを受信しないと、切断を行います。 

１１ コマンドモード無操作ログアウト １０ 〃 指定時間、コマンド操作が行われないとログアウトします。（０：無効） 

  ※再試行間隔は、手順が停止しますので、０にしないで下さい。 

  ※「イーサーネット無受信切断」は、接続の有無に関係なく働きますので、再試行の間では、接続していない場合は何も行いません。 

  ※「コマンドモード無操作ログアウト」は、イーサーネット設定では切断し、シリアルではデータモードに移行します。 

 

 ◆＃ＲＹ 

  リレー接点出力の制御方法の参照変更を行ないます。 

  ・＃ＲＹｑ 

  リレー接点出力の制御方法の変更を行ないます。 

 ０：制御を行わない（デフォルト）、１：長時間の無通信でＯＮ、２：ＴＣＰ接続中ＯＮ、３：正常動作中ＯＮ 

 ・＃ＲＹ？ 

  リレー接点出力の制御方法の参照を行ないます。 

※状態が変化しないと反映されません。 

※「長時間の無通信でＯＮ」は、接続の有無に関係なく、イーサーネットからデータを受信しない状態が続くと働きます。 

※「正常動作中ＯＮ」は、データ通信が可能か否かではなく、エラーが発生していない状態を意味しています。 

 

 ◆＃Ｓ 

  ＴＣＰ／ＵＤＰサーバーモードの参照変更を行ないます。 

  未接続の間、ＴＣＰ／ＵＤＰクライアントからの接続を受け付けます。 

  ・＃Ｓｓ 

  ＴＣＰ／ＵＤＰサーバーモードの変更を行ないます。 

 ０：ＴＣＰ／ＵＤＰサーバー無効（デフォルト）、１：ＴＣＰ／ＵＤＰサーバー有効 

 ・＃Ｓ？ 

  ＴＣＰ／ＵＤＰサーバーモードの参照を行ないます。 

※電源の入り切りまたは、接続状態が初期化されないと反映されません。 
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 ◆＃Ｕ 

  ＵＤＰ／ＴＣＰモードの参照変更を行ないます。 

  ・＃Ｕｓ 

  ＵＤＰ／ＴＣＰモードの変更を行ないます。 

 ０：ＴＣＰモード（デフォルト）、１：ＵＤＰモード 

 ・＃Ｕ？ 

  ＵＤＰ／ＴＣＰモードの参照を行ないます。 

※電源の入り切りまたは、接続状態が初期化されないと反映されません。 

※バージョン１．４０以降対応（以前のバージョンはＴＣＰモードのみ） 

 

 ◆＃ＸＡ 

  データパッキングキャラクタにラインフィードキャラクタの追加の参照変更を行ないます。 

  データパッキングキャラクタ（＜ＣＲ＞）の後に、ラインフィードキャラクタ（＜ＬＦ＞）を追加できます。 

  ・＃ＸＡｓ 

  データパッキングキャラクタにラインフィードキャラクタの追加の変更を行ないます。 

   ０：データパッキングキャラクタにラインフィードキャラクタは追加しません、 

１：データパッキングキャラクタにラインフィードキャラクタを追加します。（デフォルト） 

 ・＃ＸＡ？ 

  データパッキングキャラクタにラインフィードキャラクタの追加の参照を行ないます。 

 

 ◆＃ＸＣ 

  データパッキングキャラクタの参照変更を行ないます。 

  シリアルから受信したデータが、指定キャラクタと一致すると、シリアル受信バッファに溜まったデータを、イーサーネットに転送します。 

  ・＃ＸＣ＝ｈｈ 

  データパッキングキャラクタの変更を行ないます。 

 １６進数２桁で指定します。 

０Ｄ（＜ＣＲ＞）がデフォルトです。 

  ・＃ＸＣ＝ 

  キャラクタによるデータパッキングを無効にします。 

 ・＃ＸＣ？ 

  データパッキングキャラクタの参照を行ないます。 

 

 ◆＃ＸＳ 

  データパッキングサイズの参照変更を行ないます。 

  シリアル受信バッファに溜まったデータサイズが、指定サイズに達すると、シリアル受信バッファに溜まったデータを、イーサーネットに転送します。 

  ・＃ＸＳ＝ｕｕｕｕ 

  データパッキングサイズの変更を行ないます。 

 ０を指定するとパッキングを行いません。 

１５３６まで指定できます。 

５１２（５１２バイト）がデフォルトです。 

 ・＃ＸＳ？ 

  データパッキングサイズの参照を行ないます。 

 ※ハードウェアフロー制御使用時、データパッキングキャラクタの指定だけで、サイズによるパッキングを行わないと、 

フロー制御が働いたときに、データパッキングキャラクタが受信できなくなるため、固まったようになります。 
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 ◆＃ＸＴ 

  データパッキングタイムアウトの参照変更を行ないます。 

  指定時間内に、シリアルから続くデータを受信しないと、シリアル受信バッファに溜まったデータを、イーサーネットに転送します。 

  ・＃ＸＴ＝ｕｕｕｕｕ 

  データパッキングタイムアウトの変更を行ないます。 

 ０を指定するとパッキングを行いません。（デフォルト） 

２０．４８μ秒単位で、６５５３５（約１．３秒）まで指定できます。 

 ・＃ＸＴ？ 

  データパッキングタイムアウトの参照を行ないます。 

 

 ◆％Ａ 

  ＰＰＰｏＥ認証ＩＤの参照変更を行ないます。 

  ・％Ａ＝ｃｃ・・・ｃ 

  ＰＰＰｏＥ認証ＩＤの変更を行ないます。 

 「＝」以降の文字列を、３１文字まで指定できます。 

 １文字以上を指定するとＰＰＰｏＥクライアントが有効になり、文字を指定しないとＰＰＰｏＥクライアントが無効になります。 

 ・％Ａ？ 

  ＰＰＰｏＥ認証ＩＤの参照を行ないます。 

※電源の入り切りまたは、接続状態が初期化されないと反映されません。 

※「ＡＴ」の直後に使用しないと、小文字は大文字に変換します。 

 

 ◆％Ｂ 

  ＰＰＰｏＥ認証パスワードの参照変更を行ないます。 

  ・％Ｂ＝ｃｃ・・・ｃ 

  ＰＰＰｏＥ認証パスワードの変更を行ないます。 

 「＝」以降の文字列を、３１文字まで指定できます。 

 ・％Ｂ？ 

  ＰＰＰｏＥ認証パスワードの参照を行ないます。 

※電源の入り切りまたは、接続状態が初期化されないと反映されません。 

※「ＡＴ」の直後に使用しないと、小文字は大文字に変換します。 

 

 ◆％Ｄ 

  ＴＣＰクライアント接続名の参照変更を行ないます。 

  接続先の名前を、ＤＮＳサーバーに照会し、接続先のＩＰアドレスの取得を試みます。 

  ・％Ｄ＝ｃｃ・・・ｃ 

  ＴＣＰクライアント接続名の変更を行ないます。 

 「＝」以降の文字列を、３１文字まで指定できます。 

 １文字以上を指定するとＤＮＳクライアントが有効になり、文字を指定しないとＤＮＳクライアントが無効になります。 

 ・％Ｄ？ 

  ＴＣＰクライアント接続名の参照を行ないます。 

※電源の入り切りまたは、接続状態が初期化されないと反映されません。 

※「ＡＴ」の直後に使用しないと、小文字は大文字に変換します。 
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 ◆％Ｈ 

  ホスト名の参照変更を行ないます。 

  ・％Ｈ＝ｃｃ・・・ｃ 

  ホスト名の変更を行ないます。 

 「＝」以降の文字列を、３１文字まで指定できます。 

 ・％Ｈ？ 

  ホスト名の参照を行ないます。 

※電源の入り切りまたは、接続状態が初期化されないと反映されません。 

※「ＡＴ」の直後に使用しないと、小文字は大文字に変換します。 

 

 ◆％Ｐ 

  パスワードの参照変更を行ないます。 

  ・％Ｐ＝ｃｃ・・・ｃ 

  パスワードの変更を行ないます。 

 「＝」以降の文字列を、１５文字まで指定できます。 

 ・％Ｐ？ 

  パスワードの参照を行ないます。 

※「ＡＴ」の直後に使用しないと、小文字は大文字に変換します。 

 

 ◆％Ｑ 

  電話番号メモリーの参照変更を行ないます。 

  １０箇所（ｍ：０～９）の電話番号を指定できます。 

  モデム／ＴＡエミュレーションモードで、電話番号からＴＣＰ／ＵＤＰクライアント接続先名やＩＰアドレスに変換する場合に設定します。 

  ・％Ｑｍ＝ｃｃ・・・ｃ 

  指定メモリー番号の電話番号の変更を行ないます。 

 「＝」以降の文字列を、２３文字まで指定できます。 

 ・％Ｑｍ？ 

  指定メモリー番号の電話番号の参照を行ないます。 

 ※モデム／ＴＡエミュレーションモード（ディップスイッチ№４：ＯＮ）でのみ使用できます。 

 

 ◆％Ｒ 

  リレー接点制御文字列の参照変更を行ないます。 

  指定した文字列が、パッキングされたデータと一致すると、リレー接点のＯＮ／ＯＦＦを行います。 

  一致したデータは破棄し、シリアルやイーサーネットに転送を行いません。 

 「ｓ」は、０：リレー接点のＯＦＦを行う文字列、１：リレー接点のＯＮを行う文字列になります。 

 制御文字は、「￥ｔ」、「￥ｎ」、「￥ｒ」と「￥ｘ＜２桁の１６進数＞」が使用できます。 

  ・％Ｒｓ＝ｃｃ・・・ｃ 

  リレー接点制御文字列の変更を行ないます。 

 「＝」以降の文字列を、３１文字まで指定できます。 

 ・％Ｒｓ？ 

  リレー接点制御文字列の参照を行ないます。 

 

  例）「ＳＥＴ＜ＣＲ＞」でＯＮさせたい場合 

   「ＡＴ％Ｒ１＝ＳＥＴ￥ｒ」または、「ＡＴ％Ｒ１＝ＳＥＴ￥ｘ０Ｄ」を指定します。 
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 ◆％Ｚ 

  ＴＣＰ／ＵＤＰクライアント接続先名メモリーの参照変更を行ないます。 

  １０箇所（ｍ：０～９）のＴＣＰ／ＵＤＰクライアント接続先名を指定できます。 

  モデム／ＴＡエミュレーションモードで、電話番号からＴＣＰ／ＵＤＰクライアント接続先名に変換する場合に設定します。 

  ・％Ｚｍ＝ｃｃ・・・ｃ 

  指定メモリー番号のＴＣＰ／ＵＤＰクライアント接続名の変更を行ないます。 

 「＝」以降の文字列を、３１文字まで指定できます。 

 ・％Ｚｍ？ 

  指定メモリー番号のＴＣＰ／ＵＤＰクライアント接続先名の参照を行ないます。 

 ※モデム／ＴＡエミュレーションモード（ディップスイッチ№４：ＯＮ）でのみ使用できます。 

 

 ◆＆Ａ 

  リザルトコードにラインフィードキャラクタの追加の参照変更を行ないます。 

  リザルトコードで、キャリッジリターンキャラクタ（＜ＣＲ＞）の後に、ラインフィードキャラクタ（＜ＬＦ＞）を追加できます。 

  ・＆Ａｓ 

  リザルトコードにラインフィードキャラクタの追加の変更を行ないます。 

   ０：リザルトコードにラインフィードキャラクタは追加しません、１：リザルトコードにラインフィードキャラクタを追加します。（デフォルト） 

 ・＆Ａ？ 

  リザルトコードにラインフィードキャラクタの追加の参照を行ないます。 

 

 ◆＆Ｂ 

  ボーレートの参照変更を行ないます。 

  ・＆Ｂｂｂｂ 

  ボーレートの変更を行ないます。 

   ０：    ７５ｂｐｓ  １：   １１０ｂｐｓ  ２：  １５０ｂｐｓ  ３：  ３００ｂｐｓ 

４：   ６００ｂｐｓ  ５：  １２００ｂｐｓ  ６： ２４００ｂｐｓ  ７： ４８００ｂｐｓ 

８：  ９６００ｂｐｓ  ９： １９２００ｂｐｓ １０：３８４００ｂｐｓ １１：５７６００ｂｐｓ 

１２：１１５２００ｂｐｓ １３：２３０４００ｂｐｓ 

８（９６００ｂｐｓ）がデフォルトです。 

 ・＆Ｂ？ 

  ボーレートの参照を行ないます。 

※電源の入り切りまたは、接続状態が初期化されないと反映されません。 

 

 ◆＆Ｄ 

  ＤＴＲ（データ端末準備完了出力）制御方法の参照変更を行ないます。 

  ・＆Ｄｑ 

  ＤＴＲ（データ端末準備完了出力）制御方法の変更を行ないます。 

   ０：常にアクティブ（デフォルト）、１：接続中のみアクティブ 

 ・＆Ｄ？ 

  ＤＴＲ（データ端末準備完了出力）制御方法の参照を行ないます。 

※電源の入り切りまたは、接続状態が初期化されないと反映されません。 

 

 ◆＆Ｅ 

  エコーにラインフィードキャラクタの追加の参照変更を行ないます。 

  コマンドエコーで、キャリッジリターンキャラクタ（＜ＣＲ＞）の後に、ラインフィードキャラクタ（＜ＬＦ＞）を追加できます。 

  ・＆Ｅｓ 

  エコーにラインフィードキャラクタの追加の変更を行ないます。 

   ０：エコーにラインフィードキャラクタは追加しません、１：エコーにラインフィードキャラクタを追加します。（デフォルト） 

 ・＆Ｅ？ 

  エコーにラインフィードキャラクタの追加の参照を行ないます。 
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 ◆＆Ｆ 

  出荷時の設定で復元を行ないます。 

※電源の入り切りまたは、接続状態が初期化されないと反映されません。 

 

 ◆＆Ｋ 

  フロー制御方法の参照変更を行ないます。 

  ・＆Ｋｑ 

  フロー制御方法の変更を行ないます。 

   ０：フロー制御を行わない、３：ＲＴＳ（送信要求入力）／ＣＴＳ（送信許可出力）によるフロー制御（デフォルト） 

 ・＆Ｋ？ 

  フロー制御方法の参照を行ないます。 

※電源の入り切りまたは、接続状態が初期化されないと反映されません。 

 

 ◆＆Ｏ 

  ストップビットの参照変更を行ないます。 

  ・＆Ｏｓ 

  ストップビットの変更を行ないます。 

   ０：１ストップビット（デフォルト）、１：２ストップビット 

 ・＆Ｏ？ 

  ストップビットの参照を行ないます。 

※電源の入り切りまたは、接続状態が初期化されないと反映されません。 

 

 ◆＆Ｐ 

  パリティビットの参照変更を行ないます。 

  ・＆Ｐｔ 

  パリティビットの変更を行ないます。 

   ０：パリティなし（デフォルト）、１：偶数パリティ、２：奇数パリティ 

 ・＆Ｐ？ 

  パリティビットの参照を行ないます。 

※電源の入り切りまたは、接続状態が初期化されないと反映されません。 

 

 ◆＆Ｓ 

  ＤＳＲ（送信データあり入力）制御方法の参照変更を行ないます。 

  ・＆Ｓｓ 

  ＤＳＲ（送信データあり入力）制御方法の変更を行ないます。 

   ０：入力を無視（デフォルト）、１：ＯＦＦからＯＮに変化するとＴＣＰ／ＵＤＰクライアント接続を試み、ＯＮからＯＦＦに変化すると切断 

 ・＆Ｓ？ 

  ＤＳＲ（送信データあり入力）制御方法の参照を行ないます。 

※電源の入り切りまたは、接続状態が初期化されないと反映されません。 

 

 ◆＆Ｗ 

  現在の設定の登録を行ないます。 

  ・＆Ｗｓ 

   ０：設定番号０に設定の登録を行ないます、１：設定番号１に設定の登録を行ないます。 
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■９ リザルトコード 

 イーサーネット設定やシリアルインターフェースのコマンドモードで、コマンドを入力すると、コマンドに応じてリザルトコードを返します。 

 各リザルトコードは、前後にキヤリッジリターンキャラクタとラインフィードキャラクタを付加します。 

 

 ◆ＯＫ 

  コマンドを受け付けたときに返します。 

  ※モデム／ＴＡエミュレーションモード（ディップスイッチ№４：ＯＮ）では、未定義のコマンドでも「ＯＫ」を返します。 

   （「ＡＴ＃Ｅ０」コマンドを送り、コマンドエラーキャンセルを無効にすると、未定義のコマンド等で「ＥＲＲＯＲ」を返します。） 

 

 ◆ＥＲＲＯＲ 

  未定義のコマンドや、コマンドの値の範囲を外れていて、受け付けなかったときに返します。 

 

 ◆ＲＩＮＧ 

  ＴＣＰサーバー接続で返します。 

  「ＡＴＷ」コマンドによる書式選択によって「ＲＩＮＧ 発信電話番号受信結果」形式に変わります。 

  ※モデム／ＴＡエミュレーションモード（ディップスイッチ№４：ＯＮ）でのみ返します。 

 

 ◆ＣＯＮＮＥＣＴ 

  データモードに移行したときに返します。 

 

 ◆ＮＯ ＡＮＳＷＥＲ 

  ＴＣＰ／ＵＤＰクライアント接続できなかったときに返します。 

  ※モデム／ＴＡエミュレーションモード（ディップスイッチ№４：ＯＮ）でのみ返します。 

 

 ◆ＮＯ ＣＡＲＲＩＥＲ 

  切断を行なったときに返します。 

  ※モデム／ＴＡエミュレーションモード（ディップスイッチ№４：ＯＮ）でのみ返します。 
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■１０ 接続設定 

 ・イーサーネットインターフェースから本機能を使用するときは、ＨＵＢを経由して、ＬＡＮケーブルでパソコンに接続して下さい。 

  さらに、パソコンでターミナルソフトを使用できるようにし、 

  ＴＣＰ／ＩＰ、ホスト：１９２．１６８．０．２４４、ＴＣＰポート：１１９９９、サービス：その他にして下さい。 

 ※ホストＩＰアドレスは、ＤＨＣＰサーバーがある環境ですと、ＤＨＣＰサーバーから受け取ったＩＰアドレスになります。 

 ・シリアルインターフェースから本機能を使用するときは、クロスケーブルでパソコンに接続して下さい。 

  さらに、パソコンでターミナルソフトを使用できるようにし、 

９６００ｂｐｓ、８ビット、パリティなし、１ストップビット、ＲＴＳ／ＣＴＳによるハードウェアフロー制御にして下さい。 

 ※ディップスイッチ№４をＯＮにして下さい。 

 ※全てのコマンド操作は、「ＡＴ＆Ｗ」を行なわない限り、電源を切ると失われます。 

 ※上記の値は出荷時設定の場合になります。 

 

 ○ＰＰＰｏＥ認証を使用しない場合（ＴＣＰサーバーモードを使用する場合は、ルーターにＩＰパスフィルター設定が必要です） 

  ・「ＡＴ＆Ｆ」コマンドを送り、工場出荷時の設定に戻します。 

  ・「ＡＴ＃Ｄ０」コマンドを送り、ＤＨＣＰクライアントの使用を無効にします。 

  ・「ＡＴ＃ＦＡ＝ｂｂｂ．ｂｂｂ．ｂｂｂ．ｂｂｂ」コマンドを送り、自局のＩＰアドレスを指定します。 

  ・「ＡＴ＃ＦＧ＝ｂｂｂ．ｂｂｂ．ｂｂｂ．ｂｂｂ」コマンドを送り、ゲートウェイ（ルーター）のＩＰアドレスを指定します。 

  ・必要に応じて、「ＡＴ＃ＦＰ１＝ｕｕｕｕｕ」コマンドを送り、データ通信用のＴＣＰサーバーポート番号をを指定します。 

  ・必要に応じて、「ＡＴ＃ＦＰ２＝ｕｕｕｕｕ」コマンドを送り、ＴＣＰクライアント接続先のポート番号をを指定します。 

  ・必要に応じて、「ＡＴ＃ＦＣ０＝ｂｂｂ．ｂｂｂ．ｂｂｂ．ｂｂｂ」コマンドを送り、ＴＣＰクライアント接続先のＩＰアドレスを指定します。 

  ・必要に応じて、「ＡＴ％Ｚ０＝ｃｃ・・・ｃ」コマンドを送り、ＴＣＰクライアント接続先名を指定します。 

  ・「ＡＴ＆Ｗ」コマンドを送り、設定を登録します。 

  ※設定を反映するには、再起動が必要です。 

 

 ○ＰＰＰｏＥ認証を使用する場合（ルーターを経由するときは、ルーターにＰＰＰｏＥパススルー／ゲートウェイ設定が必要です） 

  ・「ＡＴ＆Ｆ」コマンドを送り、工場出荷時の設定に戻します。 

  ・必要に応じて、「ＡＴ＃ＦＰ１＝ｕｕｕｕｕ」コマンドを送り、データ通信用のＴＣＰサーバーポート番号をを指定します。 

  ・必要に応じて、「ＡＴ＃ＦＰ２＝ｕｕｕｕｕ」コマンドを送り、ＴＣＰクライアント接続先のポート番号をを指定します。 

  ・必要に応じて、「ＡＴ＃ＦＺ０＝ｂｂｂ．ｂｂｂ．ｂｂｂ．ｂｂｂ」コマンドを送り、ＴＣＰクライアント接続先のＩＰアドレスを指定します。 

  ・必要に応じて、「ＡＴ％Ｚ０＝ｃｃ・・・ｃ」コマンドを送り、ＴＣＰクライアント接続先名を指定します。 

  ・必要に応じて、「ＡＴ％Ｐ＝ｃｃ・・・ｃ」コマンドを送り、パスワードを指定します。 

  ・「ＡＴ％Ａ＝ｃｃ・・・ｃ」コマンドを送り、ＰＰＰｏＥ認証ＩＤを指定します。 

  ・「ＡＴ％Ｂ＝ｃｃ・・・ｃ」コマンドを送り、ＰＰＰｏＥ認証パスワードを指定します。 

  ・「ＡＴ＆Ｗ」コマンドを送り、設定を登録します。 

  ※設定を反映するには、再起動が必要です。 

※リモートでの設定変更が不要であれば、ディップスイッチの№２をＯＦＦにして下さい。 

   リモートでの設定変更が必要な場合、未登録ＩＰアドレス切断設定（「ＡＴ＃Ｂ」コマンド）が可能であれば、追加指定して下さい。 

 

 

 


